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基本目標の取り組み評価総括

・

・ 評価は、市民活動推進委員会にて、同委員による議論を行い、事務局が総合的に行います。

具体的な施策 小項目 事業・取組 評価の指標 現状値
（20年）

実績値
（2030年）

進捗状況
評価

1
市民活動への参画促進及
び活動の活性化

多様な手法と媒体を活用し
た活動情報の提供

1 市民向けの情報発信 情報発信件数　月に４回（年に48回）

2 市民活動団体等の情報の収集と提供 データベースの更新とホームページへの反映

3 情報誌の発行 「パートナーズ」を年に２回発行

4 チラシ、ポスターの配布支援 随時実施 ー ー

積極的なアプローチ 5 市民活動センターの周知 イベント等での周知　年に１回

6 市民活動への参加の働きかけ イベント等での周知　年に１回

2
市民活動団体に対する支
援

自立した活動団体への支援 7 活動団体の公開講座の開催 随時実施 ー ー

8 利用できる施設や設備の情報提供 随時実施 ー ー

9 活動資金確保のために必要な情報の提供 随時実施 ー ー

10 組織の運営に関する講座や専門相談の実施 随時実施 ー ー

財政的支援に関すること 11 市民活動団体等の活動資金の確保
ギャラリー展示での周知を年に１回
ＳＮＳによる周知を年に１回

12 多様な活動支援や運営支援の充実

つながる鎌倉エール事業
　スタートアップコース：４件
　地域活性化コース：３件
　協働コース：１件（応募３件）

13
補償制度による活動に伴うリスクの負担に対
する支援

市ＨＰでの実績紹介　年に１回更新
ＳＮＳ等による周知　年に１回

市が行う業務への参加機会
の提供に関すること

14 市民活動団体に対する委託事業の促進
市職員への周知　年に1回
委託候補リストへの団体登録　追加１団体

3 協働の取組の促進
市職員の協働に対する意識
の醸成及び向上

15 協働研修の実施（若手、中堅・管理職） 職員の理解度「理解できた」以上が８割

団体に対する協働事業の周
知啓発

16 協働事業に関する情報の集約と提供 毎年の情報更新　年に１回

17
新たな協働事業の提案や活動の参考となるよ
うな事業に関する情報提供

毎年の情報更新　年に１回
本リストによる協働事業の問い合わせ　1件

協働事業におけるマッチン
グ強化

18
市民活動コーディネーターによる協働コー
ディネート

コーディネート実績が年に10回

計画の期間は５年とし、最終年度に進捗状況の評価を行います。

進捗状況評価の基準

A：良好（事業・取組が基準以上に積極的に行われている）

B：順調（事業・取組が継続的に行われている）

C：やや遅れ（事業・取組が未実施、継続の方向性が未定）

【資料１－３】


